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【概要】 

私たちは日常生活で，掃除機やクラクションなどの不快な音をよく耳にする。不快な音によりストレス

が溜まり病気になることもある。また，不快な音には明確な定義がなく，人それぞれ感じ方が違うため，

音による近所トラブルの元となり得る。そこで，そのような問題を私たちの手で防ぎたいと考えた。解決

策を考えているうちに，不快音には共通している点があるのではないかと思い，この研究を進めること

にした。音の組み合わせや波形，音の大きさに着目して実験を行った。また，心地よい音も用いて比較し

た。その結果，不快な音の原因は近い音が組み合わさっていることや和音から半音ずれていること，音の

大きさが大きいことなどが関係している事が分かった。 

 

We hear many unpleasant sounds such as vacuum cleaners and horns in our daily lives. And the 

unpleasant sound can cause stress and illness. In addition, there is no clear definition of unpleasant 

sounds, and each person feels differently, which can cause neighborhood troubles due to sounds. So 

we wanted to prevent such problems with our hands. While thinking about the solution, I thought 

that there was something in common with unpleasant sounds, so I decided to proceed with this 

research. Experiments were conducted with a focus on sound combinations, waveforms, and loudness. 

In addition, we also compared using comfortable sounds. As a result, the causes of unpleasant sounds 

were the combination of similar sounds, the deviation from the chord by a semitone, and the loudness 

of the sound. 

 

【研究動機・目的】 

日常生活に溢れる不快な音は，私たちにストレ

スを与え，健康に害を及ぼす可能性があると知っ

た。また，近所トラブルに発展することもあるそ

うだ。そこで，不快な音による問題の解決策を考

えた結果，不快音を定義することで何か不快な音

には共通点があるのではないかと考え始め，この

研究を進めることにした。この研究をするにあた

って，私たちは不快な音の共通性を見つけること

を目標とした。 

 

【観測機器】 

Audacity とはパソコンの音声編集ソフトのこと。 

FFTWave とはスマートフォンのフーリエ解析ソフ

トのこと。今回は音の大きさの計測に用いた。 

 

【測定方法】 

パソコンのソフトの Audacityを用いて，波形を

検出する。また，周波数解析をする。 

スマートフォンアプリの FFTWave(フーリエ解析

ソフト)を用いて，振動数を測定する。  



【実験①】 

１．目的 

不快に感じるのは音の組み合わせによる影響なの

か調べるため。 

２．仮説 

近い音が組み合わさることで不快に感じる。 

３．方法 

① ピアノの音の，ラ（440Hz）とドからシまでの

一音ずつを組み合わせた二音の和音を聞かせ

る。 

② 不快に感じた場合〇，不快に感じなかった場

合×をかいてもらう。 

４．結果 

 

（図１） 

統計を取った結果，ラと近い音であるソ#・ラ#・シ

の音に不快だと感じる人が集中して多いというこ

とがわかった。よって，音の組み合わせが近いほ

ど不快に感じる人が多いと言える。 

５考察 

比較的音の組み合わせが近いほど不快に感じる。 

 

【実験②】 

１．目的 

日常生活で耳にする不快音が考察１に当てはまる

か調べるため。 

２．仮説 

日常生活の中で不快音も近い音の組み合わせにな

っているのではないか。 

３．方法 

① 一般的に不快だといわれている音のサンプル

をインターネットからダウンロードする。 

（クラクション，掃除機、ラジオ，広域サイレ

ンの音を利用する。） 

② Audacityを使い，周波数解析をする。 

４．結果 

 

（図２） 

５．考察 

クラクションと掃除機はピークの音が近いことか

ら実験①の考察に当てはまることがわかった。ま

た，ラジオと広域サイレンは和音の組み合わせで

ある二音の一方が半音ずれていた。 

 

※ピークの音とは、耳に入ってきやすい音であ

る。今回は，周波数解析をしたときに，dBの大

きいものから順にピーク①・②・③とし，ピーク

が近すぎたり，離れすぎていたものはピーク②ま

でとした。 
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【実験③】 

１．目的 

実験①・②の結果に当てはまるか確かめる。 

２．仮説 

実験①・②の結果に当てはまる。 

３．方法 

① 一般的にきれいと言われている音のサンプル

をインターネットからダウンロードする。 

② 川の流れ・風鈴・氷をガラスコップに入れる音

の 3つを使い，それらを Audacityで周波数解

析する。 

４．結果 

 

（図４） 

５．考察 

表から，小川の流れのピーク１・２・３は，ド・

ラ・ファの和音に当てはまることがわかる。氷を

コップに入れる音のピーク１・２・３も、ソ・ド・

ミの和音に，風鈴のピーク１・２も、レ・ファ＃・

ラの和音にあてはまることがわかる。実験③から，

どの音のサンプルも比較的音が離れていることが

わかり，これは方法①の結果にあてはまるといえ

る。また，和音になっていることから，これは方法

②の結果に当てはまるといえる。 

 

【実験④】 

１．目的 

波形による共通点を見つけるため。 

２．仮説 

不快な音の波形には共通点がある。 

３実験方法 

① Audacityで波形を検出して見比べる。 

４．結果 
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（図６） 

掃除機の波形は尖っており，ラジオは不規則な形，

広域サイレンは正弦波，クラクションは正弦波に

近い形で，音によりさまざまだった。 

５．考察 

不快な音の波形には共通点はない。 

 

【実験⑤】 

１．目的 

不快に感じることに音の大きさが関係するのかを

調べるため。 

２．仮説 

大きな音ほど不快に感じる。 

３．実験方法 

① 音量を最大にしたスピーカーをパソコンにつ

なぎ，FFTWaveで，70㏈・60㏈・50㏈・40㏈

となるように Audacityで波形を編集する。 

② 不快に感じた人には挙手をしてもらい，統計

を取る。 

③ 表にまとめ考察する。 



４．結果 

 

（図７） 

５．考察 

広域サイレンと掃除機は音が大きくなるほど不快

に感じる人が増えたので，仮説に当てはまること

がわかった。 

ラジオとクラクションは音が大きくても不快に感

じる人は少なかったので，突然音が鳴ることで不

快に感じるのではないかと考えた。 

 

【まとめ】 

実験の結果，音が不快に感じるのは 

① 近い音が組み合わさっている。 

② 和音から半音ずれている。 

③ 音が大きい。 

④ 突然大きな音が鳴る。 

ということが原因だとわかった。また，不快に感

じない音には 

① 比較的離れた音の組み合わせになっている。 

② 和音になっている。 

③ 大きさが一定。 

④ 自然の音が多い。 

という特徴があることがわかった。 

 

【今後の展望】 

① 音のサンプル数を増やして実験をより深く進

める。 

② 多くの条件を加え，対照実験を行い，より詳し

く不快音の共通性について実験を進める。 

・世代別に実験をする。 

・4音の和音で実験する。 

・不快な音を聞いてもらう前に，突然大きな音

を聞かせる。 

③ 一般的に不快だといわれる音の波形を編集す

ることで感じ方が変わるのか実験を進める。 

④ 実験で得た結果を利用して，自分たちで不快

音を作る。 
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